
世界半導体関連フォーカスファンド
追加型投信／内外／株式

設定来の基準価額の推移

■設定来の基準価額の推移

• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当
ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンド
の信託報酬を間接的にご負担いただくことになり
ますので、作成基準日現在、純資産総額に年率
1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配
時に再投資したものとみなして計算したものです。

• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆ま
たは保証するものではありません。

■騰落率

• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3
年前の各月の月末および設定日との比較です。

• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口
当たりの当初設定元本との比較です。

• 参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・
インデックス （配当込み）〔円換算後〕です。

• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基
にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しておりま
す。

• 参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替
レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）
を乗じて算出しております。

• MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数で
す。同指数に関する著作権、知的財産権その他一
切の権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI
Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表
を停止する権利を有しています。

■最近5期の分配金の推移

• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等に
よっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が
支払われない場合があります。

■ポートフォリオ構成比率

• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、
合計が100%にならない場合があります。

◆騰落率

◆ポートフォリオ構成比率 ◆最近5期の分配金の推移

◆ 基準価額 （1万口当たり)

◆ 純資産総額

（前月比）

ファンドの運用実績

（前月比）

(円) (億円)

(年/月/日)

販売用資料

月次運用レポート

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。

13,219円

1,102.5億円

+184.5億円 （+20.1％）

+552円 （+4.4％）

202４年3月29日現在

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 4.36% 18.64% 31.89% － － 32.19%

参考指数 4.10% 15.30% 21.82% － － 19.40%

Next Generation 
Semiconductor Fund
（円建て、ヘッジなしクラス）

98.3%

日本マネー・マザーファンド 0.2%

短期金融商品・その他 1.5%

2024/03/18 0 円

設定来合計 0 円
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Next Generation Semiconductor Fund(円建て、ヘッジなしクラス)の状況（1）

※各比率は、「Next Generation Semiconductor Fund（円建て、ヘッジなしクラス）」の純資産総額に対する比率です。
※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。
※ニューバーガー・バーマンのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

◆ 国・地域別組入比率（上位10） ◆ 通貨別組入比率（上位10）

◆ 業種別組入比率（上位10） ◆ 企業規模（株式時価総額）別構成比率

※株式時価総額の区分は、本資料独自のものであり、将来変更される場合が
あります。

販売用資料

月次運用レポート

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。

202４年3月29日現在

国・地域 比率

1 アメリカ 58.2%

2 日本 11.7%

3 オランダ 8.0%

4 台湾 5.1%

5 韓国 4.5%

6 ドイツ 1.5%

7 イスラエル 1.5%

8 香港 1.1%

9 スイス 0.8%

10 フランス 0.5%

通貨 比率

1 米ドル 69.9%

2 日本円 11.7%

3 ユーロ 5.3%

4 韓国ウォン 4.5%

5 台湾ドル 2.1%

6 － －

7 － －

8 － －

9 － －

10 － －

業種 比率

1 情報技術 90.4%

2 素材 1.2%

3 ヘルスケア 1.2%

4 一般消費財・サービス 0.8%

5 － －

6 － －

7 － －

8 － －

9 － －

10 － －

企業規模 比率

大型株 （200億米ドル以上） 73.7%

中型株 （50-200億米ドル） 12.4%

小型株 （50億米ドル以下） 7.5%
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Next Generation Semiconductor Fund(円建て、ヘッジなしクラス)の状況（2）

◆ 組入上位10銘柄

※各比率は、「Next Generation Semiconductor Fund（円建て、ヘッジなしクラス）」の純資産総額に対する比率です。
※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。
※各銘柄の騰落率は1ヵ月前、6ヵ月前、5年前の各月の月末との比較。すべて配当込み、円換算ベースにて算出。小数点第2位を四捨五入しています。
※ニューバーガー・バーマンのデータおよびBloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

販売用資料

月次運用レポート

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。

202４年3月29日現在

銘柄名 業種 国・地域 比率
騰落率

1ヵ月 6ヵ月 5年

1 エヌビディア 情報技術 アメリカ 5.2% +15.3% +110.5% +2669.7% 

▶ GPU(画像処理半導体）に強みを有する米国の半導体メーカー。生成AIやクラウドサービス需要拡大から恩恵を受ける。

2 ブロードコム 情報技術 アメリカ 3.3% +3.3% +63.1% +607.9% 

▶
米国の半導体メーカー。M&Aにより成長し、通信向け半導体、電子機器、インフラ向けソフトウェアなど様々な製品ラインナップを提
供。

3 アナログ・デバイセズ 情報技術 アメリカ 3.0% +4.6% +15.5% +182.4% 

▶
米国のアナログおよびデジタル信号処理用集積回路（IC)の設計、製造、販売会社。通信、コンピューター、航空宇宙、自動車等に使用
される。

4 台湾セミコンダクター（TSMC） 情報技術 台湾 3.0% +13.1% +53.7% +381.4% 

▶ 台湾の半導体受託製造専業企業。スマートフォンやデータセンター向け最先端半導体の受託製造に強み。

5 アドバンスト･マイクロ･デバイセズ 情報技術 アメリカ 2.8% -5.4% +77.9% +866.6% 

▶ CPU（演算処理半導体）やGPU（画像処理半導体）などを製造する米国の半導体メーカー。高いコストパフォーマンスでシェア拡大。

6 NXPセミコンダクターズ 情報技術 オランダ 2.5% +0.6% +26.7% +314.0% 

▶ オランダの半導体メーカー。自動車、産業IoT、モバイル、通信インフラなど幅広い市場向けにアナログ/パワー半導体を提供。

7 ＳＫハイニックス 情報技術 韓国 2.5% +17.3% +63.1% +201.3% 

▶ 韓国のメモリメーカー。DRAM、NANDフラッシュメモリ、SRAMチップなどを製造。

8 シノプシス 情報技術 アメリカ 2.4% +0.5% +26.2% +578.3% 

▶
米国のソフトウェア企業。EDAツール（半導体設計を自動化)を提供するほかIPコア(半導体回路設計資産)のライセンス事業を手掛
ける。

9 東京エレクトロン 情報技術 日本 2.4% +7.9% +94.7% +743.7% 

▶ 日本の半導体製造装置メーカー。コータ/デベロッパ、成膜、エッチング装置など、幅広い分野で強み。

10 マイクロン･テクノロジー 情報技術 アメリカ 2.3% +31.4% +76.3% +297.0% 

▶ DRAMやNANDといったメモリに強みを有する米国の半導体メーカー。生成AI向けの高性能メモリなども手掛ける。
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ファンドマネージャーのコメント

※当ファンドが高位に組入れております「Next Generation Semiconductor Fund（円建て、ヘッジなしクラス）」のファンドマネージャーコメントを基に作成しています。

◆ 投資環境 ◆ 今後の運用方針

◆ 運用経過

※今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。 また、市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を
保証するものではありません。

販売用資料

月次運用レポート

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。

202４年3月29日現在
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3月のグローバル株式市場は上昇しました。世界の中

央銀行による利上げサイクルが終盤に近いとの見方が

追い風となりました。欧州では、欧州中央銀行（ECB)が

定例の政策理事会を開催し、政策金利を据え置くととも

に、ラガルド総裁が利下げ開始に向けた準備を始めたこ

とを示唆しました。米国では、米連邦準備制度理事会

（FRB）が政策金利を維持しつつ、政策金利見通しにお

いて年内3回としていた利下げ予想を維持しました。一

方で日本では、日本銀行が17年ぶりとなる利上げに踏

み切ったものの、緩和的な金融環境が継続するとの見

通しが示されました。

セクター別で見ますと、ロシア産原油の供給減少見通

しから原油価格が上昇し、エネルギーが堅調に推移しま

した。一方で、景気低迷や競争激化による業績悪化懸念

から一般消費財・サービスが軟調に推移しました。

当月も引き続き、半導体産業の中長期的な拡大から

業績面で恩恵を受けることが期待できる銘柄に積極的

な投資を実施しました。

当月の基準価額は４.36％の上昇となりました。個別

銘柄では、GPU（画像処理半導体）に強みを持つ米国の

エヌビディア（情報技術）が上昇し、プラスに寄与しまし

た。同社が毎年開催する国際カンファレンス「GTC

2024」において、新たなGPUアーキテクチャを発表し、

引き続き業界をリードするとの見方が追い風となりまし

た。また、半導体メモリ大手の米国のマイクロン・テクノ

ロジー（情報技術）も上昇し、プラスに寄与しました。生

成AI関連需要を背景に、市場予想を大幅に上回る売上

高見通しを発表したことがプラス要因となりました。

コロナ禍に端を発した世界の中央銀行によるインフレ

（物価上昇）退治が終盤に近いとの見方が株式市場の下

支え要因となっています。日本では賃上げペースが加速

し、世界に遅行する形で利上げサイクルに入ったと見ら

れていますが、相対的に緩和的な金融環境が継続する

と見られています。また、AIの普及拡大は、マクロ経済

の観点では生産性の改善を通じてインフレ抑制要因に

もなることから、特定のセクターや個別企業の枠を超え

株式市場の中期的な上昇要因になる可能性があります。

一方で、本年11月には米国の大統領選挙が控えており、

結果次第では世界の地政学情勢に大きな影響を与える

可能性があります。特に共和党の指名獲得が確実視さ

れているトランプ前大統領は大幅な関税率引き上げ等

を公約として掲げており、選挙まで各候補の支持率を睨

みながら一喜一憂する展開が続くと見られます。

こうした世界情勢の不透明感に加え、景気減速懸念

を背景に企業業績への逆風が強まる中、企業の「質」が

株価の優勝劣敗を左右すると考えます。

投資チームでは、半導体関連企業は中長期的な成長

余地が大きく、魅力的な投資機会を提供していると考え

ています。新しい技術への半導体の活用と、それに向け

た半導体の量産は、当ファンドが保有する半導体関連企

業の業績にとって追い風になるものと考えます。

引き続き、徹底したボトムアップ・リサーチを通じて、

半導体産業の拡大に伴い業績成長が期待できる企業を

選定し、バリュエーションにも注意を払った運用を実施

して参ります。



ご参考

◆ 半導体世界売上高の推移

(億米ドル) (%)

(年/月)

◆ 半導体関連トピックス

※上記は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の株価の上昇および投資先ファンドへの組入れを保証するものではありません。
また、組入銘柄すべてのニュースを網羅しているわけではありません。巻末の＜ご注意＞をご確認ください。

（出所）各種報道等

（出所）Bloombergのデータを基にSBI岡三アセットマネジメント作成

販売用資料

月次運用レポート

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。

（1994年2月～2024年2月、月次）

世界の半導体株の時価総額、5年で4.7倍

エヌビディア、旗艦ＡＩ半導体発表

（２０２４年3月7日）

（２０２４年3月18日）

世界の半導体株の時価総額が拡大している。5日時点で7兆1530億ドル（約1070兆円）と2018年末以

降、約5年で4.7倍になった。世界の上場企業に占める比率は6%強と約4ポイント上昇した。

コロナ禍の巣ごもりや企業の業務効率化の改善などを受けデジタル需要が拡大する中、生成AI（人工知

能）への投資や半導体の在庫調整の進展も後押しとなり、各社の業績予想が上向き株価の追い風となってい

る。

米半導体大手エヌビディアは年次開発者会議「ＧＴＣ2024」で、ＡＩ向け旗艦半導体「ブラックウェル」を発表

した。

従来製品より最大30倍に性能が高まった。 ブラックウェルは2080億個という従来製品の2倍以上のトラ

ンジスタを備え、大手テクノロジー企業がデータセンターに配備する新たなコンピューターなどの基盤となる。

ジェンスン・フアン最高経営責任者（CEO）は高度化するAIを動かすのに「高性能半導体が大量に必要にな

る」と強調。また、「ブラックウェルはこの新たな産業革命を動かすエンジン」になると指摘した。

202４年3月29日現在
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販売用資料

月次運用レポート

ファンドの特色（1）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 6



販売用資料

月次運用レポート

ファンドの特色（２）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 7



販売用資料

月次運用レポート

投資リスク（１）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 8



販売用資料

月次運用レポート

投資リスク（２）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 9



販売用資料

月次運用レポート

お申込みメモ（１）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 10



販売用資料

月次運用レポート

お申込みメモ（２）

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 11



販売用資料

月次運用レポート

ファンドの費用

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三菱UFJ信託銀行株式会社 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

委託会社および関係法人の概況

当レポートは1３枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 12



受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱い、解約
請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社には取次販売会社が
含まれる場合があります。

販売用資料

月次運用レポート

販売会社について

<ご注意>

• 本資料はSBI岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡しし
ますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所に
つきましては「販売会社について」でご確認ください。

• 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、
税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。

• 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針通りの運用が行われない場合も
あります。

• 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

商号 登録番号

加入協会

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

岩井コスモ証券株式会社 近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

ＦＦＧ証券株式会社 福岡財務支局長（金商）第5号 ○ ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

静岡東海証券株式会社 東海財務局長（金商）第8号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

大熊本証券株式会社 九州財務局長（金商）第1号 ○

中銀証券株式会社 中国財務局長（金商）第6号 ○

東洋証券株式会社 関東財務局長（金商）第121号 ○ ○

南都まほろば証券株式会社 近畿財務局長（金商）第25号 ○

水戸証券株式会社 関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

愛媛証券株式会社 四国財務局長（金商）第2号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

（登録金融機関）

株式会社中国銀行 中国財務局長（登金）第2号 ○ ○

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。

202４年3月29日現在
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